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[目的 ] アルツハイマー型認知症 (AD)に対する疾患修飾薬が今後使用できるようにな

る。AD へ進行する症例の早期診断が切望されている。一般臨床で用いることが出来る、

Mini-Mental State Examination (MMSE)および脳血流シンチグラフィー検査 (SPECT)の

有用性について検討した。  

[方法] 2018 年 1 月から 2019 年 12 月に当院認知症疾患医療センターを受診、正常ない

し軽度認知障害と診断、約 1 年後に再診した 46 例を対象とした。MMSE 下位項目は、時

間の見当識、場所の見当識、即時記憶、計算、遅延再生、呼称、復唱、口頭指示、文章

指示、自発書字、図形描画からなっており、評価した。SPECT は Z-summation 解析を用

い関心領域の血流変化をみた。  

[結果]37 例が認知症へ移行していた。認知症の背景疾患は、 AD が 30 例、血管性認知

症が 3 例、レヴィー小体病が 2 例、前頭側頭型認知症が 1 例、１例が慢性硬膜下血腫

の合併であった。AD へ進展した進展群(30 例)と認知症へ移行しなかった維持群 (9 例)

について検討した。総点数は進展群で 24.7±2.7 から 22.2±3.2 に低下した(p<0.05)

が、維持群は 26.7±1.5 が 27.3±2.2 と明らかな変動は認められなかった。下位項目で

は時間の見当識、計算、遅延再生で進展群は有意な低下であった。SPECT 結果は進展群

では、後部帯状回や頭頂部でなく楔前部の血流が有意に低下していた (p<0.01)。 

[結論]認知症への進行予測として、計算や遅延再生の障害も着目されているが、時間の

見当識が有意な変化を示した。場所に比し、日時の把握が困難となることの顕在化が、

AD 早期にみられる変容であることが示唆された。臨床的に正常範囲であっても、楔前

部の血流低下や日時の見当識障害をみた場合、 AD への進展が懸念される。食事や運動

等の生活習慣のコントロールや社会的活動の維持など、認知症の発症予防に対する介

入が望まれる。  


